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今日は、まだ、１年生が全校朝会に参加していません。１年生を迎える会が、木曜日に

あるので、それが終わったら、朝会や集会に１年生も参加します。 

木曜日からは、休み時間に１年生も校庭で遊びます。こんなに広い校庭で遊ぶのは初め

てです。とてもうれしくて思い切り走っているかもしれません。前をよく見ていないかも

しれません。遊ぶ時のルールがよく分かっていないかもしれません。１年生は黄色い帽子

をかぶって校庭に出るので目立つとは思いますが、困っていたら助けてあげてください。

ルールを間違えてしまった時にはやさしく教えてあげてください。チャイムがなっても遊

んでいたら、一緒に靴箱や教室まで連れていってあげてください。 

 

さて、今年は、桜が咲き始めるのが早かったので、もう瑞々しい葉が出てきました。花

はもうほとんどありません。でも、桜以外の花がたくさん咲いていて学校の周りや校庭は

色とりどりでとてもきれいです。 

私は、いつも高田馬場から歩いてくるのですが、学校の手前のところで、白くて小さい

どうだんつつじの花を見て、いつもきれいだなと思います。うれしい気持ちになります。

うれしい気持ちのまま、校長室に行き、この間ふと、どうだんつつじの「どうだん」って、

なんだろうと思いました。一度そう思うと、気になって気になって仕方がなくなったので、

調べてみました。そうしたら、「どうだん」は「とうだい」のことだということが分かり

ました。ふぅん、そうか・・・「とうだい」という言葉が変化して「どうだん」になった

のだなと思ったのですが、しばらくしてから、「？？？・・・。とうだいって、海で船の

安全な航行を守っているものだな・・・。それが、なぜ、どうだんつつじと関係があるの

だろう。」また、不思議だなと思うようになりました。そこで、今度は「とうだい」につ

いて調べてみました。そうしたら、「とうだい」には、港の入口に立っている船の信号機

のようなものの他に、昔の明かりを灯す台のことを表しているということが分かりました。

平安時代から鎌倉時代に使われていて、台を支えている棒の部分が３本の木を組み合わせ

て作られていて、その３つに分かれているところが、どうだんつつじの枝に似ているのだ

なと思いました。納得しました。すっきりしました。分って良かったです。 

 

みなさんは、今週、自分の目標を立てると思います。是非、いろいろなことに疑問をも

ち、考えたり調べたりしながら解決し、それを伝えるということを目標の１つとして考え

てみてください。どうだんつつじの花も、ぜひ、見てみてください。 


